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のと考えられる.即ち弟の3,..性に鵜 く旺迫の'̂''a姓が (I)川功平A 価火弟や 99(哨 22)
空いたjb'文は先行圧RiEのた仏陀空になつ こ填肘 と (2)JJtl.､T川g.''LlhCStAIJJ'llt..Or1)I)lo"ntiozt'■
畳するZ)Llはなく'上述obTくま字書b伝拝し甘い外的 】53(I?a)

条件e･音丑によって生ず,LのIeもる.J!に浪苫すれL･ (3) LLJ'水h'zE: 火兵事仝誌3懲り}308(招 け)

托匹が集約の冴Lgeはなく伐句と生 じたtk†把,漣圧に Ill水飴姓'大尽正 lN 幹 金2831懲 り140

上的 EB:に近い3:亡にB:佑3!化するものである. (qlfl2)

括 りに米実舟に当b拭控軌なEnった.毛雅 男既稚 く<) 柑坊平氏 柁乾火兼学 61(昭 ZZ)

鑑悪所並に*JLに頂力された打訂策謀,I;m 攻喝郎 r 鉛木耳拾 火葬協会益2払345223(将 】6)

に詐蕗zI甘苦を箕ずる. (5) 山大iL近 火弔協it誌3奄Ilや 316(昭 17)
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1ltlodtヽ■rJllCttlalM mih･･rTrI山小,lヽL･1tCrt.rIOtnbTt)Lf=ト:什ItJll.lt･llthlrYnr ihl･Jt･tom 【】ontor凡ll･･

dtOrdJh叫Y d上al"elcrkTrhel.Ltltd OrdtJ仙Itionと此 Lrl" hLl･rI▼血t･t｡LltやATLO.1'tJOllt'r■0､l"reL)T
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高周波感応による電気雷管の発火

第二宅 高周波乾燥蔓定[=ついての*股

(町!和 27年 9月 5L]安3)

m L;l - Jl:

(耳東大乍工学部火屯学珊)

l l一 丁

石屑波尾特製Z･三月93:D如く茶席涼相 方elt鵠内で

伍克招掻物と商用滋qt界に上って生する眺 LJ城 と利
用 Lて加満 悦する紫衣亡もろ｡狂って斉月汝暇 等
を主体とすももO Cもから上記tBilJlでは畑 Dこと

こ¢笈?の#'L丑に放てもtltqL℡曙火のP,･J宅性が光51

にもろものと考えられる.

屯軌 LftO発火は粥.tは玩火工と班 虻功とする上

う1E塔合にPt掛 こなl),これについても蓉干O災Jrr

ftふたが束だ幾分.こ曇火王の免火.tt;丈Eすろ熊田すJlil

の31床と渋めllる塩:こ至って'_-いつC.手書{･;ニBet

の'刑t社に於けろ実Jlについて比べも.

7ETChL稔性茨丑D社員q花ZiFL.汝朽乃玉数千 Jが

サイprJといJ:J恥 ･ものもあるが,汲常故Jllサイク
ル乃繋鼓 t･Jtu･fイタ ･̂11の7rh文で,壇正◎加娘lこ成

すろ布R波i.晃だしていることになるので.そ◎晃要

コイr･に生ずらちノ】持.こ上る肪也t光につい クは転に
オー穏Rに用告したも()とqBlのti累が得られるべき

Llもろ.握って水1■で一=電qk T一入と¢.Wに放て
m 甘Lこ訪也されるtf*めI'.JAヒ_l三訳とL,,附

の即 は媒JaLて啓r'好qt～d ノに考黙す 1_こ ととす

a.



七 井 故 方 法

桝 .書鳩渡感応に上るt朱富tl◎莞火 16T

同2(L)のぬく轍 と転坂田の起Aと鳩○○的荻.?

譲 り.lhlで.",tIと0でfQl世LICJ,32め■"Aでもつ
t由と丁-スとの関に弊衣の古畑故町方とは別跡 こ た.TDち甘Tnの校倉と.7g侠鴨 った.
盤立Lた輔 が併存するとき,この現収に3:ずる顕色

屯誰t支ZEする相子It,t･乗員兄注数,21辞O形状
TTLh 3.髄 のt笠,4taLOq搬 -JLナースiニス‡7-

もJt何年的冗伴性書.5才鞍白身e)とtt,._-どであ

ち.

伍長Tl℡の棚 tかかる輔 とし,上れ】のrg手中 T.

2及び31･一党にL,主として4のP;件i･gト に支え

て領JLを行った.

JPちEllに集Jrlj氏の一代と京LT.=が,急lhと望=

‥∴∴
て-&1に持った怯肘王事この透りてもろ.

究茨Al鼓BL23)rC
唖駆碓 扶 持野中TfZF転封

qtBiの寸衣:ash-JL故 知 hl'鉦鼓旺讃 3(･LH

qL柾の耶 三 135DV

輔 は鼓も廿迫の捜045mLm 綿糸鞍gl税扱L='7,忠
初はt絹と坂除き.この虻tに茶席正qtW む入れて

持せW と配管LWもJ:うにした｡凶に許したほに斡
収S:朋いて一正快に獲,ILた仝漢は 2E8-220cJn'L7,

A2tぴZ3は推政体Cl絹 むEZl守Lた助-Cも,3.そL
でJ111-に比べる如くこe)蛸 の位lt及び形状t維々に

交え,*掛 こI三木伏上に秋e(と妃さ'又7Lft一兎火王
付叫 ●Cも**セ斤つ!.:.

1 実 さ 結 果

)) 柵 t捷較即に平行に調った斗今

田Ⅰの如く柵 の一斗と-津軽紛 らtl(ぐl")JtL

で在世脚 こ輔 に韻少.他功と床に虹 L(LAlとOJ空

td｢)文は拙 (JrコO)..'tせた竣針こ5日Lる地 毛
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日)鵬 と振鮒 にfE内にylった妙合
せに糊 と席kTl巾とのJ岨 む阿2(2)の如く9伊 に

した牧舎には桝2及び喝3む糊 J<igた.

菜 2

l I I, d

cm) (rm) (肌▲) (r'") (
1 0 303 10

2 /r 3W 20
3 q 295W

し

山

朝

粥

偶

か

Su

o

″

t
平行の甘食に比Lで Lが若干廿大している.

洋 L,taI思した.その板東も7RF及び573に示す. lt) 糊 ¢下城と依上lLa(わした手合

仰ち粥簸b'経世から逢ぎからl臥 又休から■れる筆 耕 と月搾lこ軸 を烏城Itiに正仰こ韻り一ILつそD

i,は訳少する. 下5g:D一符 7(I:L]l)と封2(a)に示した如く俳l･.にid

H) 棚 と脚 に抱科させて装った甘合 わしたとぎ,d-20cmに於けち轍 は群3及び阿 4

25



]62 -r.言 火 宅 協 .._JLL詣 g;13芯 E;3 巧

に荒す諮りclrI土Tと兆l二相ノ､す ,i.
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t) 鵬 の閃きPll瞥む支えたJt･缶

王城のmJJtJ狂L･小..J-くするにつれて L は攻オlこ
波少すむ.例えは Z)とP)臥こ棚 を輔坂両に平行に
且つBd2(1)に於てeE9がにL,d;SL･Jl-,d-oL'1碍
曽したとさは きll町｡,打ち一蝕 にL'Jlった牧舎.=比
L l′カ:】5Ltl̂ 派'yL,史L=e-115■にするとムSlItA

itJ少した.

li) EJP良をgrI)曲げてAth1.=租女

郎輪の形状S;N2(5)a)如くにした性合,lZ= IぐUL

･l与0で J,-210m^1=淑少Lた.

dz,2QU'1
ち R'三i■

Ht) ■ltRlD一帯に手と枚11た.一蛤

架芳明効とLてygはとTでTtlさした･L典Jh:考えられ
るので L‖)の休作L'･lこね ･JLL.Jz50TEちとさ,′il
式に別2(6)に7-r.i.'=^,C,J).r'J･1'J3のt;ll
ltLq瀬島i･fiったときのモ詑1･泊kLした.L-LilP.t上記

J)弔辞でノこ々 Ⅰ叫'lTO']純一240'2･IS'250Ln̂ でもっ

た.坪ち怒張 う:舛ti下J!.D七に4:MiI.tにつれて
(,L珊 大し.屯誰alと笥こしてt玩■こ近いJJDP;鴨D
移倉と持った埠合には,R-B件eこ粕 と専らTZいJii
合上l)も11'･′トSく,伴に汝･巧O甚〉一.王道.こ大
きく1なって ､も.

rilI)ftiに摂氏1･二､.ナ舶

J4との足■モ.'L_tl:.三凡ても･JtD斥 L.4もった ''これ
が会同羨DとLTにはかt={D班J.'筑ろべきL'''もろ.ll

下の実投土木群 Lに371叫シ7hJL,k'預D73Sをこれに
集魚冒せて行った.

先づ共地On作.とり こ珂lくlこして こし.'llh電1-
炎 417..LtヨSに戸十.
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7tL)だ臼坂とは同2(T)に未した如く態とのFu l

を繕捷してアト,た胡t･l

t一)実車丁-1Jl付言とLthJ2(8)に示L■こね く



拭 崎 iPV波娼ESによるt!(廿℡¢莞火 !63

菜≦:に丁-スL=''iLた宗蟹
ぐ) S淀 ▲こ軌 ､た芭課 は15DJlJ 注つt.i?
主つ{二王.らこナ以 上は7FltlTこち

かくの如く好竣T7II37-1が こて三に.とちにつれて
L'Ii詳しく野火する.
lr)貫培f淋 kの中計

也むが件は主.切とt.I-漂i=してhJ2(9)に京.たhく

苑だ杓 T･2n〇m が三河に入った材令に L.こL!

7Onllで評編む1二男hIさせたとき 】執 】l̂.宅や7-A

側位のとき 235"A ?もつ,'=.T竺γ⊂屯切なざ均合LD
6(と勤んど丙T=I.iもろ.

1) 晃火_I.D鬼火相

偲髄を附 Lfこ均含む蛇g!=に上たり皿IJI.'.もろで,H!
にこq)'JI特にチ 1･クt-y 70,'3,川 lN】■3〇,r3LZ)創成

lil7(+るI.1火打jliL･ltl.苛させた阜火7:I･LJln托七･八てこ九
の丸火t淡を諸かめた.

先づ･-1̀萌と耳t批 掛 †(五し野蒜下只は汗17J7t.こ讃
hL)e発火tB淡を訂GtL'=-舟Z)軒黙せlりた.

R 5

J ト (.. rl l
(pLu) (仙1) 那 (.,A) (MA) 那
48 250 不 刀 ｡iL) 死

45 260 不 32 330 不

18 2eO 不 30 3JC Ie

35 3W 不

攻1こ℡淡計Z)究̀守DAfit1_/蒜か.PJる.'=桝 こ宅設計S:

藍托しTJ=.ILIFQ した.てして ･J･,sotH" 亡浮Br鮎.り
ときは不鼻,守皇 r-ス駕8iT_-T7は鑓･ALた.LjQヰに

放てtl-SCcBtなるとき L,は押鞘鮫で 恥 lA,文皇

7-7.招鮫では 3-LOTĤ L.7あるからこの穎1.にも3d

L"̂ 附近●e猛火したもとitE冠ナJLlゴTatJru織れるTrWe
はTB脚 卜と入れても刑んと'彩管を･2けないも()と考え
られる.

†(.に の点火式Il†縄に於て も煎 任せ火花詑ヱ'.1'J)

J'L̂ 附茸にもろのt.'かかろ詩包qtz甥に上る発火も考

故のときと同t3;に考えて監支ないもの上地められる.

Ⅳ 考 蕪

t挫,丁-スnilOP操.こ茅屋.I.九も屯強の呈ささとT

にiIべた2割吉子に上り左右吉TLる¢'亡もろがJIaiD

T一入に5けするtBlt,EとナZLだ先夫に-ERもざれろ

毛に Zl剛 と態班 bイyt:I- Tyス

zf･鞘 b且書･ナZ)監EI三吉5:肘 的 ･考えlニ入

れた菅托托托

?. 仲良7月 ヒアースⅦbイ-,L･一〆ソス
でも号.

今薄られたIzで･こついぎ L-◎棚 017円を克郎･
るたJJ-に詞60b7JL'tも頂号'E等書目;さを考える.

黙,1･ときは上記O Zll三三こして (I.に上るもの一Z.

辛

一言

･三1t･I:.liンp.一011

已.=乙もO,Z.1三U一と1こ

e一 芸.こJ:る′,Deある.

尤~ブ コ,■)¢l吉見につい

⊂-I五胡せ.flがが少する
めr+_L..I,I.'4'J.して上米.D/
J･.人になJV.,かF'.さもり,･E'の
御大に上って l JJtは少す.､.
OIe:同日に 【●JI.:域少しでX.

円 b ',･人.こ7_泊からLIもろ.

攻L'･=)に於で料 IJ.:Ff監王に rTZl:こなちと l

叫 ro.こC.1:大になるからさも,I...

･t).こ5さて -/とさらに J,方■蟹 ナb:iU',･J増 大

ZJJ:ま少するため こもろ.

I)に於て e51か･こTrlt.I,又 ･i)に於て舛R t･
穀われば共1= C,71lJ8すたdtE=寸話計にL*Jしろ屯.空.'
zl少する.

t-1i)に果てT-セtE珊 二〇転 賢に近,､鞄 卿 に

執1..石と上09=卸 Il.7iiこにご示してな.､ま:,AL九たiZ'

分より7-ス郵1ql=抑 こ耽Jソt='-〆ノ六う:並タ.1.こ入
るたt'に宅▲JT計に出 しらtE誠が渋少する.又群に丑.､
可分に現れると n▲う'沖!)'C3J/材ナためにLJ:棉

大する.

nlE)以下.こ於ICは糾鑑を空 くことに上っ て U,那

lf,し,蝕 7-ス親はとなれば C'Jは無モミ大になるO

Li'Iは-drLく村人すILことになる.
IX)以下に於ではt的b:冗詩に入れ.'rZ2I_軒T11'
7:及'L.<y:35:Y.に比 L蓬51に大 t_1もろか ら令件と

L⊂ L の吏化;二輪んと題らなt､.

1' 托 甘

花月薄紫披 tの鴨 7)ZifEに於で鎖 コイT,D世
事J,.;事etS九--Jような持作下 L.,･正宗匂frに弟起される

べき七歳を討たL'九火玉b発火を故討 した.轄tiD

位弧 び兼淑 並びに拝の抜取2)盈見に.EHCSt芝JJ:

詳しく棚 L'これら=点火立の言辻に於■ナるii政党火

t菰位に謹するとt旬mて+.:発火哩苛十もことJJT聖rj

られた.

こ -ゝI.三tEBibtFEに葺く杓 t七のみきTt史とし

た0..4もろJJ:,米雅7Zについては所作に上って,王JJ.･1-



l朗 T_宅 火 兼 紘 会 誌 笥 :3魅 5.3 折

Ll比べた拙 コイルからの封ノ)掛 こ上る感も鞄火の危 允許氏Jllひ比好古買JZ:lLFy-く曲乱LluJT7...
Fk性も当代考えられる. 文 Et

木火Bl村色相千秋Jt会社Df筋 叫Lm に二b内野糟 】) 鰐村 市Al流血75337(】949),ti(工事 - y

付D花月渡乾肝 玉に上ってfft･巧たことtrL:fくn L l.プッタ 】514(L911)

すると炎に,実暮○計t並びに3fT:=当b事大Dr寸行 2) 結Ai:=火道 )3,JS([952)

Jr.F≠jJを携わったM研究折のⅦ 氏,玄APS
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R.ld10-FrequeがyEnergy.No 2 TestsollRadKH lentLT

rh Jtm tzt… OhzJBkr
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J･oTtY･1rt･JJ3JLkJIJIW J細 目JIthepTt･lJCMSreptH'!･Th･ztfo池 川LhtKpzpp'it"eTIh)小 IhenJll-
LrLll･dlは】e)虻t■0▲は !-I.Ally血色!o thp po-JnとIillart-t'TCL)CLPLL1-,p･.lJL.rl･ylrok ofar5JMh-u.1"r

nldlho8r帆 Id Mi･llllt'bt'gRltd

rLlhelegl､tEOOrlu'Pl肝11･LCJelolnlorl､･Zt:1ら-.recFIE-IJrlth-I¢lLでtr■l･rlt･llJh･い､tl･tJtJIOdq.(rtル ruT.I
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ミリセコンド発破の安全性に関する実態
(昭和 27年 9月 27El受ヨ)
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